
                              ９月２３日は女子バスケット部の県リーグ参入戦(入替戦)の応援 

に行きました｡夢野台高校との対戦で､３年生も２人出場し､チーム 

     を盛り上げてくれていました。試合は本校が順調に得点 

    を重ね、効果的な３ポイントシュートを決めるなど点差を広 

げ､１．２年生の時間帯を作るなど経験も積むことができ 

ての快勝でした。ウインターカップ兵庫県予選、そして新 

人戦に向けて更に精度を高めて自分たちの力を発揮で 

きるよう頑張ってください。更に２４日は東播総体があり、

圧倒的な強さを発揮し、ベスト４まで勝ち進んでいます。１０月１日に準決勝・決勝です。 

              ９月２４日は昨日から順延の野 

             球県秋季大会２回戦が行われ 

ました。市川高校との対戦で、先 

発は高橋投手。１回裏の攻撃で 

１点を先取しましたが､その後拮抗 

した状態が続き、迎えた６回裏の

ビッグチャンスに相手のミスも重なって６点を取り、７回表の攻撃を杉本投手がしっかりと締め、ベスト８に入りまし

た。秋季大会は経験不足を補い、試合中の流れをつかむことが難しいので、１戦１戦勝ち上がることで力を付

けていくことができます。本校も細かなミスはあるものの、大きなほころびに繋がっておらず、そういったしぶとさが

これから大事になってくるのだということを感じています｡まずは近畿大会出場を目標に頑張って欲しいです｡ 

 また、ソフトボール女子はこの日東播地区大会準決勝に臨んでおり、西脇高校に敗戦。ベスト４止まりだった

ようです。県大会に向けて、しっかりと仕上げて頑張ってください。 

 陸上部は２４日・２５日の東播総体に臨んでいました。 

女子走高跳では藤本選手が１ｍ５３で優勝｡男子は４人 

の枠を使ってハンマー投では１位から４位まで独占｡写真 

の１１０ｍＨでも蓮香選手の優勝を筆頭に３位までを独占。 

短距離、跳躍、投擲バランス良く得点を重ね､総合でも 

２００点を超える大台での優勝を飾っていました｡ここからは 

Ｕ１８日本陸上など標準記録を突破した選手が全国規模の大会に挑戦しますが、多くの選手は記録会等で

今年１年の締めくくりをします。課題意識を持って残りの試合を頑張ってください。国体選手は国体で力を発揮

できるよう調整を進めてください。よろしくお願いします。 

 ９月２５日は野球秋季大 

会準々決勝、小野高校と 

の対戦です。高橋投手の 

先発で連投となりますが、 

ランナーを出しながらも何と 

か粘り強い投球を続けまし 

た。３回裏に相手にうまく攻撃され、本校のパスボールもあり２点を先制され､嫌なムードになりましたが、４回表

に高橋投手の３塁打と尾崎選手のタイムリーで同点に追いつき、振り出しに戻ると６回表の攻撃で２四球と相

手のパスボールから高橋投手のタイムリーで１点をリード。なおも無死１．２塁のチャンスにバスターを敢行。そ

の打球が３塁カバーに入ったショートの正面に行きダブルプレー。大きなチャンスを逃した後、厳しい６回以降

の相手攻撃を凌ぎ、高橋選手は９回を完投。３－２で勝利し、ベスト４に勝ち上がりました。これで昨年夏の大

会から５季連続のベスト４進出です。おめでとうございます。メンバーによってチームカラーが変わる中で連続し

ての好成績。伝統になりつつあることを感じています。こういった厳しい戦いを勝ち上がることで、力は付いてき

ます。次戦は夏の決勝でも戦った神戸国際大学附属高校です。新チームの力が問われる戦いになろうかと

思いますが、まずは自分たちの持てる力を発揮することが大事です。しっかりと集中して頑張って欲しいと思い
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ます。右は２６日神戸新聞運動面の高橋投手写真入りの記事です。 

 また２５日は、１９日・２３日の試合が雨天で延期になったソフトテニス県新人大会 

東播地区予選も行われました｡男子はグループを２位通過し、県大会出場を決めた 

ようですが、女子は最初の試合を落とし、西脇高校との対戦で勝利、１０月１日に敗 

者復活戦に臨むことになりました。ここで１試合でも勝利することができれば団体での 

県大会出場だそうです。ソフトテニス部も２年生を中心にまとまりよく頑張っています。 

                              団体での男女県大会出場目指 

                              して頑張ってください。 

                               ２５日には尚友同窓会学年幹事会があり、甲子園出場 

に関する寄付金等のお礼や大会後の収支についての説 

明等をさせていただきました。同時に来年創立１１０周年を 

迎えることで､その周年行事に関する進捗状況も説明させ 

ていただきました。貴重なご意見をいただくと共に、伝えるこ

と､発信することの大切さを改めて感じました。また学年幹事の皆様からは若い年代の卒業生もこういった会に

参加を促し、交流を図りながら周年行事等成功させていきたいとの意見も寄せられ、藤本会長がその必要性

を今後も考えていこうという話で今回の幹事会は終了しました。社高校の同窓生の皆さんはとても関心が高く、

周年行事にもしっかりと向き合っていただいていますので、私たちもその気持ちにしっかりと応えられるようにして

いかねばならないと感じました。ＰＴＡの皆様を交えた形での準備となりますが、令和５年１１月１８日に向けた準

備を多くの方のご意見をいただきながら進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは９月最終週になります。新型コロナ新規感染者も減少傾向にあり、過ごしやすい時期でますます活

動的になってきます。体調管理に努め、感染防止対策だけでなく、更に踏み込んだ健康維持に努めてくださ

い。よろしくお願いします。 

   

 

   

 


